































































参謀総長・梅津美治郎大将は，1945 年 4 月 8 日の「大陸指第二千四百三十八号」において「決
号作戦準備要綱」を示し，「本土決戦」準備を推進した。このような状況のなかで，陸軍中央
は新兵器の実現に一縷の希望を抱いていたようである。例えば，大陸第一課「戦法上ヨリ見タ



























































による 1943 年 10 月 1 日の閣議決定「科学技術動員総合方策ニ関スル件」と，同月 14 日の臨
時戦時研究員設置制（勅令 777 号）および研究動員会議官制（勅令 778 号）にもとづき，内閣
5第九陸軍技術研究所の研究・開発に協力した科学者・技術者に関する一考察






( 勤務先 ) 学位氏名 兼務部隊
登四号 昭11.１.21 月 80 円 奏扱 京大工学部教授 工博 林　重憲
登三号 昭13.４.１ 無給 〃 内閣印刷局技師 工博 矢野道也
登三号 昭13.４.１ 無給 〃 内閣印刷局技師 松本純三
登三号 昭14.４.１ 月 80 円 〃 東大医学部教授 薬博 菅澤重彦
登三号 昭14.４.17 月 70 円 〃 名大医学部教授 医博 勝沼六郎
登一号 昭14.７.20 月 80 円 〃 北大工学部教授 工博 浅見義弘
登四号 昭15.４.30 月 90 円 〃 東北大工学部教授 工博 宇田新太郎 五研
登三号 昭15.３.14 月 80 円 〃 東大理学部教授 理博 漆原義之
登一号 昭15.３.31 月 80 円 〃 北大医学部教授 医博 蓑島　高
登三号 昭15.５.６ 月 90 円 〃 農林省獣疫調査所技師 川島秀雄
登四号 昭15.８.１ 月 80 円 〃 東工大染料化学科教授 理博 上野繁蔵 八研
固体燃料機
関ノ研究 昭15.８.14 月 90 円 〃 京大工学部教授 工博 長尾不二夫 三研
登四号 昭15. 11.11 月 60 円 〃 阪大理学部講師 植月　晧
登一号 昭16.７.31 月 90 円 〃 都立高工校教授 鈴木桃太郎
登三号 昭16. 11.11 月 80 円 〃 東大農学部講師 藍野祐久
登二号 昭17.１.31 月 80 円 〃 藤原工大応用化学科教授 堀　義路
登四号 昭17.８.31 月 80 円 〃 東京慈恵会医科大学教授 医博 浦本政三郎
登三号 昭17.８.31 月 80 円 〃 北大医学部教授 理博 内田　亨
登三号 昭17.８.31 月 80 円 〃 京大医学部教授 薬博 高木誠司
登三号 昭17.８.31 月 80 円 〃 京大医学部助教授 薬博 上田武雄
登二号 昭18.６.15 月 80 円 〃 東北大助教授 理博 神田英蔵 八研
登一号 昭18.７.24 無給 〃 川西機械製作所技師 林　清
登二号 昭18.７.24 無給 〃 服部時計店技師長 河田源三
登三号 昭18.７.24 月 80 円 〃 東大農学部名誉教授 理博 草野俊助
登四号 昭18.７.24 月 80 円 〃 東医専教授 医博 原　三郎
登三号 昭18.８.２ 月 80 円 〃 東大農学部教授 理博 鏑木外岐雄
登三号 昭18.８.２ 月 70 円 〃 東大工学部教授 工博 山本祐徳 八研
登四号 昭18.８.２ 月 80 円 〃 東工大教授 理博 植村　琢
登一号 昭18.８.２ 月 60 円 〃 北大医学部教授 医博 安保　壽
登四号 昭18.８.14 月 80 円 〃 理研技師 農博 中宮次郎
登二号 昭18.９.30 月 80 円 〃 航研技師 豊田堅三郎
登三号 昭18. 11.27 月 120 円 〃 彫刻師 酒井敏一
登四号 昭18. 12.７ 無給 〃 芝浦電気参事 田中正道 二研
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登三号 昭18. 12.７ 年 500 円 〃 農林省獣疫調査所技師 農博 中村哲哉
登三号 昭18. 12.15 無給 〃 凸版印刷株式会社技師 中田幾久治
登三号 昭19.１.17 年 500 円 〃 東大農学部教授 農博 田中丑雄 六研
登三号 昭19.２.１ 月 80 円 〃 東大農学部農芸化学科副手，理研副研究員 池田　博
登一号 昭19.１.17 月 80 円 〃 東工大助教授 工博 斎藤幸男
登三号 昭19.５.１ 月 80 円 〃 朝鮮総督府家畜衛生研究所長 伊佐山伊三郎
登三号 昭19.５.１ 月 80 円 〃 朝鮮総督府家畜衛生研究所技師 農博 中村稕治
鑑四号 昭19.５.１ 月 80 円 〃 東北大教授科学計測研究所長 大久保準三
登三号 昭19.６.１ 月 40 円 〃 株式会社大信社取締役養蜂社養蜂学講師 青木豊蔵
登二号 昭19.５.１ 月 80 円 〃 中央気象台技師 荒川秀俊
登二号 昭19.５.１ 月 80 円 〃 東大工学部教授航空研究所所員 佐々木達治郎
登二号 昭19.５.１ 月 80 円 〃 中央気象台技師 渕秀　隆
登二号 昭19.５.１ 月 80 円 〃 小樽経済専門学校講師 西田彰三
登二号 昭19.５.１ 無給 〃 東京都衛生技師 大倉東一
登二号 昭19.５.１ 無給 〃 横河電気製作所技師 多田　潔
登一号 昭19.８.１ 月 80 円 〃 東北大医学部助教授 医博 松岡　茂
登三号 昭19. 11.１ 月 50 円 〃 朝鮮総督府技師 田中　元
登三号 昭19. 11.１ 月 80 円 〃 北大理学部教授 理博 杉野目晴貞
登一号 昭19. 12.１ 無給 〃 日本精密機械電気株式会社技術部長 工博 門倉則之
業務嘱託
研究事項 兼務発令年月日 氏名 主務部隊
登三号 . 永井雄三郎 四研
固体燃料機関ノ研究 昭 19. ２. １ 鳥養利三郎 七研
登二号 昭 19. ２. １ 八木秀次 行政本部
固体燃料機関ノ研究 昭 19. ２. １ 澤井郁太郎 二研
登四号 昭 19. ２. １ 前田憲一 五研
登三号 昭 19. ２. １ 尾形輝太郎 七研
登三号 昭 19. ４.21 富永　齊 八研
登二号 昭 19. ７.12 大槻虎男 二研
登二号 昭 19. ７.12 千谷利三 六研
登二号 昭 19. ７.12 藤原咲平 六研
登二号 昭 19. ７.12 真島正市 七研












いて検討してみよう。まず，表 2 に示した登戸研究所「研究嘱託名簿」（1945 年 1 月 1 日）に
記されている嘱託研究者（科学者・技術者）の人数と，「部外研究事項調」（敗戦時）に記され
た登戸研究所の「嘱託研究」・「委託研究」を担当した科学者・技術者の人数を比較したものが



























主務嘱託 兼務嘱託 計 嘱託研究 委託研究 計










































するも，1911 年に中退して中央気象台の技手となり（28 歳），1915 年に「音の異常伝播の研究」
によって理学博士の学位を授与され（32 歳），1918 年には中央気象台の技師となった（35 歳）。
また，1920 年末から 1922 年までは英国に留学している。そして，1934 年に「満洲国」建国功
労賞を受け（51 歳），1937 年に帝国学士院会員（54 歳），1939 年に学術研究会議会員となり（56
歳），1941 年 7 月（58 歳）から 1947 年３月（64 歳）まで中央気象台長を務めた。
この間，藤原は，1941 年 11 月 30 日に陸軍技術本部第六研究所（化学兵器の研究・開発機
関。後に第六陸軍技術研究所となる）の嘱託となって「瓦斯ニ関スル特殊気象ノ研究」を担当




なお，1944 年 1 月 21 日には，宮中での講書始の儀において，昭和天皇に「戦争と気象」を進
講している。
藤原は，1947 年に中央気象台を退職した後，参議院議員に立候補したが，その直後に公職
追放の指定を受けた。以後，体調不良が続き，1950 年 9 月 22 日に死去した（67 歳）。郷友に，
永田鉄山陸軍中将（1884 年～ 1935 年。陸軍省軍務局長・永田少将は，1935 年に皇道派の相沢






















































































そして，藤原の主張は，戦局の悪化にともない過激さを増していく。藤原は，1943 年 2 月
10 日に「科学の戦士等よガダルカナルの勇士に恥ぢよ」と大書きし，それを台長室に貼って
















さらに藤原は，1944 年 2 月 20 日に，「以後ハ総員戦陣ニ在リト心得ベシ」，「執務ハ実効ヲ
尚ビ之ヲ貫クニ愛国心ヲ以テシ形式ニ従ツテ之ヲ整フベシ」，「新タニ快勝ヲ得ル迄ハ宴楽ヲ排
斥ス」などとする「決戦勤務心得」を中央気象台長名で示達している（25）。































































敗戦直前の 1945 年 6 月になると，陸軍から大本営気象部設置案が提示されたが，藤原は，7
月 19 日の打ち合わせで「陸海軍将官の資格で大本営勤務に参与したいこと」などを主張し，「藤
原は大本営陸海軍参謀部付きとして発令を見た」という（31）。

































































































































（１）陸軍兵器行政本部「陸軍技術研究所之部」（1945 年８月 31 日），防衛省防衛研究所戦史研究センター史料室所
蔵。この資料は，現在，アジア歴史資料センターウェブページから閲覧が可能である（レファレンスコード : 
C15010302000。これは，本稿で引用した第九陸軍技術研究所の記載部分のみである）。また，この資料を最初に
紹介したのは，木下健蔵『消された秘密戦研究所』（信濃毎日新聞社，1994 年）であり（313 ～ 315 頁），同「長野
県における陸軍登戸研究所の疎開資料について―上伊那地方（伊那谷）を中心として―」（『明治大学平和教育登戸









（３）元陸軍大佐斉藤有「特殊兵器研究の全貌」，日本兵器工業会編『陸戦兵器総覧』（図書出版社，1977 年）714 ～ 727 頁。
（４）「河辺虎四郎参謀次長日誌」２分冊の１（1945 年４月７日～７月 25 日）1945 年６月 15 日の条。防衛省防衛研究
所戦史研究センター史料室所蔵。
（５）軍事史学会編『大本営陸軍部作戦部長 宮崎周一中将日誌』（錦正社，2003 年）166 ～ 167 頁（1945 年６月 15 日の条）。
（６）吉見義明／松野誠也編・解説『毒ガス戦関係資料Ⅱ』（不二出版，1997 年）資料 16・資料 17。
（７）三宅宏司「科学研究者（甲表）及び研究嘱託名簿 第二次世界大戦における陸軍の科学技術に関与した研究者一覧」，
日本産業技術史学会編『技術と文明』13 巻１号，2002 年。

















（16）藤原と永田の関係については，荒川秀俊「永田鉄山中将と藤原咲平先生」（『日本歴史』第 240 号，1968 年）を参
照のこと。
（17）「座談会 肉親に聞く〔藤原咲平〕先生への追憶」，信濃教育会『信濃教育』第 923 号，1963 年 10 月。
（18）気象庁編『気象百年史』（気象庁，1975 年）211 頁。
（19）「大東亜戦争戦捷第一次祝賀式挙行」，中央気象台『測候時報』第 13 巻第２号，1942 年２月 15 日。国立国会図
書館所蔵。




（21）藤原咲平「日本精神と純日本科学」，『科学と模型』第 26 巻第４号，科学と模型社，1942 年 10 月。
（22）藤原咲平「国民教育における理科教育」，信濃教育会『信濃教育』第 686 号，1943 年 12 月。
（23）前掲『渦・雲・人 藤原咲平伝』205 頁。
（24）藤原咲平「気象記念日における台長式辞」，中央気象台『測候時報』第 14 巻第 11 号，1943 年 11 月 15 日。国立
国会図書館所蔵。
（25）中央気象台長「決戦勤務心得」（1944 年２月 20 日），中央気象台『測候時報』第 15 巻第３号，1944 年３月 15 日。
国立国会図書館所蔵。
（26）「サイパン島玉砕に当り台長訓辞」，中央気象台『測候時報』第 15 巻第８号，1944 年８月 15 日。国立国会図書館所蔵。




（31）同前 216 ～ 217 頁。
（32）藤原咲平『生みの悩み』（蓼科書房，1947 年）２～３頁。













（歴史学研究会編『歴史学研究』第 949 号，2016 年 10 月），「ノモンハン戦争と石井部隊―関東軍防疫部から
関東軍防疫給水部へ―」（歴史科学協議会編『歴史評論』第 801 号，2017 年１月），「陸軍慰安所における軍紀・
風紀についての一考察―慰安所で発生した事件やトラブルの実態―」（中央大学商学研究会『商学論纂』第 58
巻第５・６号，2017 年３月），「日本陸軍の化学兵器についての一考察―シアン化水素を充填した丸瓶『ちび』
を事例に―」（日本科学史学会技術史分科会『技術史』第 13 号，2017 年５月）などがある。
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松野誠也
The Scientists and Engineers Who Collaborated for Research and 




Based on the research and development at the Japanese Imperial Army 9th Military 
Laboratory (“Noborito Laboratory”) at the end of the Asia Pacific War (WWII), this paper 
elucidates the names and research themes of scientists and engineers from new document. 
This document is a summary of research by outsourced scientists and engineers entrusted 
by the Ordnance Administration Headquarters of the Japanese Imperial Army in 1945. 
Immediately before Japan was defeated in the war, the Imperial Japanese Army General 
Staff Office (“Sanbo Honbu”) was expecting the emergence of the new weapons developed 
by this laboratory in preparation for the “Battles on Mainland Japan” (“the Hondo Kessen”). 
However, at that time, no research was being conducted that was up to the expectations of 
the Imperial Japanese Army General Staff Office. The General Staff Office was the absorbed 
in the preparations for the “Battles on Mainland Japan” (“the Hondo Kessen”).
Taking the case of the researcher Sakuhei Fujiwara, who was involved in the 
development of the Japanese Paper Balloon Bomb, as an example, this paper examines his 
view of the “Great East Asia War” and his cooperation in the execution of the war, while 
attempting to identify how he perceived the role of scientists and technology in it. This 
paper analyzed the reason and background behind the change of his perceptions after the 
defeat of Japan. Based on his words and actions discussed in this paper, this paper suggests 
that he was driven by a narrow-minded chauvinistic nationalism to blindly follow the 
government and that this was one of the factors that led him to cooperate during the war.
Keywords: military mobilization of science, war cooperation of scientists and engineers, war 
and science, the Japanese Paper Balloon Bomb, Sakuhei Fujiwara
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